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スイ逝かざるをいかんせん
虞や虞や、汝をいかんせん
虞美人草すなわちヒナゲシは我が国では麗春花ともよばれ、欧州原産の植物である。虞美
人と同じく、欧州でもこの植物は十字架にかけられたキリストの血から生まれたと伝えられ
ている。
この虞美人草、すなわちヒナゲシ (PapaverRhoeas L.)の、奮をつけた花茎の生長運動は植
物生理学的にきわめて興味ぶかい。奮ができたての若い花茎は、ふつうの茎のように直立して
いるが、やがて下方へ屈曲し、奮をうなだれる。ちょうど根のように重力の方向に対して“正"
の屈曲を示す。この状態は10日前後続き、花茎は生長を続け、ついには直立し(負の屈性)、そ
して美しい花を開く。すなわち、この花茎では、生長とともに負(直立)一正(下垂)-負債
立)、という具合にその重力屈性が変化するという、きわめて特異な挙動を示す。
前世紀の終りちかく、ドイツのザックスおよびベファーにより近代科学として確立された植
物生理学は、 ドイツ、イギリス、オランダなど欧州諸国で盛んに研究された。ダーウインの光
屈性の研究が植物ホルモン、オーキシンの発見の端緒となったことは周知のとおりである。ヒ
ナゲシ花茎の生長運動は今世紀のはじめドイツのフイテイングやチンマーマンらによって研究
されたが、その後は放置されたままになっていた。私たちは最近この現象にとり組み、いくら
かの興味ある事実を見い出した。たとえば、下垂している花茎から奮を切除すると、花茎は速
やかに直立するが、奮を切除したあとにオーキシンを塗付すると、正常のものと同じように振
る舞う。直立一下垂一直立という変化のうち、直立一下垂の変化は若い組織で短時間内に花茎
全体におこるが、下垂一直立の変化を示す部位は花茎の基部から奮の方向に徐々に進行する。
この変化にはおそらく細胞の齢とホルモンが関与していると思われる。
2000余年前、前漢の成立を前に両雄の争いにまき込まれて果てた虞姫の美しさはかくあった
か、と思わせる美しいヒナゲシの花を眺めながら実験できるのは植物学研究者の特権であろう
か。(培風館図書総目録、生物学、 1979)
「ゴルフと植物学j
1.ゴルフ場の植物
ゴルフ場とは広大な植物園のようだ、というのがコースを廻ったときの私の第一印象であっ
た。この広い植物園のようなゴルフ場のコースや植物を管理し、常に整備につとめ、植物を育
てることに心を砕く関係者、裏方の苦労は大変なものだろう。
コースと周辺の大小さまざまな植物のみせる生命のいぶきと四季の変化は筆舌に尽くし難い0
4月の桜は2年に1度の家族会で家族たちにも楽しんでもらえるのはもちろん有難いが、私は茨木
のコースでとくにメタセコイアが気に入っている。東11番と12番の境界をつくるメタセコイア
林、それに13番ティグラウンドのメタセコイアは実にすばらしい。後者はとくにのびのびして
美しい樹形をしめしている。前者は植物学的についてだけいうなら、樹間距離が小さく、やや
窮屈である。この樹は十分な樹間距離があればいくらでも成長して大木になる。高さ100mにも
達する同目(モク) *のセコイア(非落葉)の巨木はアメリカ、カリフォルニア州の各地でみ
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られるとおりである。これらメタセコイアの初夏の若葉の緑は特有の色あいで生気に満ちてお
り、また11月の紅葉した樹冠は豊かな色彩をみせ、落葉は地表を彩る。
(*分類学的にはスギ目 (Taxodiales)。分類階級は門、綱、呂、科、属、種で、緑色植物門、
針葉樹綱、スギ目、セコイア属、あるいはメタセコイア属、という具合になる)
世界の樹木のコレクションで知られる大阪市立大学理学部付属植物園(私市)は30ヘクター
ルの面積をもち、大小の樹木約500種、合計25、000本という規模を誇っている。茨木カンツリ
ーは面積100ヘクタール以上、樹木の種類約150種、マツだけでも35、000本、またコース内の
樹木だけでも約20、000本あるという。私市植物園とくらべ、面積は3倍、樹種は少ないが、本
数ははるかにまさっている。私は茨木以外のゴルフ場をあまり知らないが、植物園のようなこ
のコースでゴルフができる幸運を感謝している。しかし、本稿では私の得意としない分類学に
関係する樹木についてでなく、専門とする植物生理学という観点から、グリーンの“シパ目"
について私見をのべたい。
2.ベ‘ントグラスとコウライシバ
冬の洋シパで、あるベントグラス (bentgrass) *は柔らかく、ベントグリーンのパッテイング
はアンジ、ユレーションだけを考えればよいが、コウライグリーンではシパ目を読むのが肝要だ、
と先輩に教えられた。たしかにベントグリーンはふわふわした感じでシパが密生している。
(*学名コヌカグサ (Agrostis)柔らかく、直立しないので、この名があるのだろう)
これに対し、コウライシパはゴワゴワし、硬い。植物学的にいうと、両者の違いは少なくと
も2つの原因によっていると思われる口すなわち、 (1)ベントグラスの葉では細胞壁が薄く柔ら
かいが、コウライシパのそれは厚く、力学的に強い;(2)ベントグラスの葉はこのため直立せ
ず運動にあまり抵抗しない。これに対してコウライシパの葉は直立しているため外力に対し抵
抗が大きい。
細胞壁というのは植物に特有の構造で、ブドウ糖など、いろいろな単糖が鎖状に結合してで
きた各種の分子からなる複雑な多糖類の構造体である。紙やセンイの原料になるセルロースは
その代表的な成分である。葉や茎など植物体の表面を被う表皮細胞壁はとくに厚く、その表面
は一種の模様をっくり、ロウ(クチクラ)で覆われている。 }I頁目のシパが光って白くみえるの
はクチクラ層による光りの反射のためである。ベントグラスは表皮細胞壁が薄く、クチクラも
少ないので光って見えない。
両者の違いに関する上記の仮説を確かめるため、ベントグラスとコウライシバを大学の私の
研究室に持ち帰り、細胞壁の性質を測定した。シバ(イネ科植物)を1本とってみると、その構
造は次のようになっている口すなわち、葉の基部に梓とよばれる茎があり、分げつ*し、上部
につぎつぎと新しい葉を作りながら成長する。
( * tillering イネ科植物のかんの基部にある節から肢芽が伸びること)
ポールの運動の抵抗とシバ目の成因となる葉と梓の力学的性質を、一つの目安として[応力・
ひずみ (stress. strain]という値で表わした。 5本ずつの平均値を示したのが表1である。
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表1.シパの葉と梓の力学的性質
1mmの伸びをひきおこす 一定の力*によってひき
部分 ンノ、 に要する力 (g) おこされる伸び (mm)
ベントグラス 25 0.37 
葉 (* 10g) 
コウライシノf 100 0.10 
ベントグラス 40 0.47 
梓 ( *20g) 
コウライシノf 700 0.03 
葉と梓を1mmだけ引き伸ばすのに必要な力(応力)、および10(葉)あるいは20g(梓)の力
をかけたとき、どの程度のひずみ(伸び)を示すか、で力学的性質を表わした。 f葉ではコウラ
イシパはベントグラスの4倍、かんでは実に20倍近い力を加えなければ同じ量のひずみが生じな
いこと、同じ力を加えてもコウライシパの葉や梓はベントグラスにくらべて4-15倍もひずみに
くい』すなわち変形しにくいことがわかった。この結果から、パッテイングのさい、ベントグラ
スとくらべてコウライシパのグリーンではボールの運動が著しく影響されることは明かである。
コウライシパ(学名Zoysiajaponica)は多年生草本で、梓の基部は地中を地下茎のように圃
ふくしている。春、梓が地表近くに成長し、新しい葉を作るが、秋には成長が停止し、地上部
の葉は枯れて硬くなる。
コウライシバの場合、うえにのべたように、細胞壁の性質がホールの運動に大きな影響を及
ぼすが、葉が一定方向に傾いて生育する場合、シパ目を形成し、そのさい細胞壁の力学的性質
がとくに物をいうようになる。つぎにこのシバの生育方向についてのべたい。
3.光屈性と重力屈性
植物は光、温度、水、空気、重力、物理的接触など、いろいろな環境要因に敏感に反応する。
このなかで、グリーンのシパ目にとくに強く影響するのは光と重力、それに物理的接触(プレ
ーヤーの踏みつけ、芝刈り機)である。ここでは、話しを光と重力にしぼりたい。
一般に植物の葉や茎、あるいは根が刺激に反応して屈曲するとき、刺激が光である場合「光
屈性」といい、重力である場合を「重力屈性」という(物理的刺激の場合は「接触屈性J)。し
たがって、一般にグリーン上では南に向かつて逆目になる筈であるが、アンジュレーションに
よってはシバ目は複雑になる。すなわち、植物は重力の加速度に反応して茎や葉(イネ科など
の植物の場合)は直立しようとし、根は下方へ伸びる。斜面では重力屈性のため、シバは地表
に対して斜めに伸び、これに光屈性の要素が混じるとシパ目は著しく複雑になる。アンジュレ
ーションが複雑だとシパ目を読んでパッテイングのベクトルを決めるのがむつかしいが、その
原因の1つはこのよつな屈性であると思われる。
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以上、シパに関して植物学的な理屈をのべたが、私はグリーン上で一応南の方角をたしかめ、
傾斜を観察し、さらに葉面が光るかどうか、などを眺めてシバ目を判断しようと努める。念の
ため、キャデイさんに訊ねると大抵私の判断と違う答えが返ってくる。おそらく、プレーヤー
が次のテイグラウンドへ向かつて歩くことの繰り返しによって発生する接触屈性が案外シパ目
に大きな影響を与えるのであろう。
4.還暦の弁
昭和57年1月17日、私が茨木の社員として、生まれてはじめて東コースを廻ったときのスコア
は64+67=131、勿論OBも5つというでいたらくで、パット数も48、以来6年間、シパを植物学
的に観察してもパッテイングはさして上達せず、いまだに40近くである。
思い出せば子供の頃、私は旧満州の奉天、東陵ゴルフ場へ時々父に連れられて行き、半日ほ
どクラブで遊び、食事を楽しんだ記憶がある。戦後、茨木に住むようになっても、父の生前に
は私はゴルフに全く興味がなかったが、いざ自分が始めてみると、その予想以上のむつかしさ
にはとほと手を焼いている。我が家に近い、植物園のような美しい景色のなかで、親しい方々
とプレーする楽しさ、少しでも上手になりたいという多少の意欲が私にゴルフを続けさせてい
る。(始めた年齢)x(1I2) = (最高ハンデイキャップ)、という法則(経験則?)があるそうで、
私のハンデイはここ1年以上、まさにこの法則どおりの値で固定している。何とかこの法則の壁
を破りたい、というのが昭和63年度の私の目標である。
父が亡くなって足かけ10年になろうとしている。父の生前、私はクラブひとつ握ったことが
なかったが、このさい父の記録などを整理しておきたいと思い、先日西川市郎部長にお願いし
た。西川氏はご親切に昭和26年以来の茨木における父のコンペ全記録をまとめて下さった。我
が家に大小のカップがかなりの数があることは知っていたが、父の成績を数字として初めて眺
め(最高ハンデイキャップ7)、我が身の不肖ぶりを改めて認識するに至った。還暦を迎えるに
当たって、父に対する感謝と尊敬の念を新たにしたじだいである。 (IBARAKI，No.388、p.10-
13、1988)
「宇宙と地球と植物」
1.スコットランドのゴルフ場
平成元年の8月末からスコットランド、エジンパラ大学で聞かれた学会に私は出席しました。
渡欧前、茨木カンツリークラブで日頃ご一緒して頂いている方々から、「折角スコットランドに
行くなら、ぜひゴルフをしていらっしゃい」とすすめられていました。そこで会期中のある午
後、少し無理をして会議場を離れ、家内を伴って近郊のプレイズ (Braids)ゴルフコースに出か
けました。
事務所と小さな売庖だけで、日本のような立派なクラブハウスも無いこのコースを見てまず
ぴ、っくりしました。ハーフセットの貸しクラブを借り、ローストボールを2ダース買って小屋の
前の1番ティーグランドに立ちましたが、どちらへ向かつて打てば良いのかもわかりにくいとい
う、まるで野山に遠足に行った気分でした。次のホールへの道順は事務所でくれた略図だけが
頼りでした。プレーの結果については省略いたしますが、とに角、ゴルフの起源にたどりつい
